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１　本冊子は、令和５年１０月５日から１０月２９日までの期間、和光市民文化センターで開催の、「国史跡指
定記念 午王山遺跡展」に伴う記念講演会・関連講座の資料集です。

２　記念講演会は、令和５年１０月７日（土）和光市民文化センター 小ホールで開催します。
３　関連講座は、令和５年１０月２２日（日）和光市民文化センター 会議室Ａ・Ｂで開催します。
４　本展示及び記念講演会・関連講座は、和光市教育委員会が主催し、（公財）和光市文化振興公社と共催する
ものです。

５　本展示及び記念講演会・関連講座は、「地域の特色ある埋蔵文化財活用事業補助金」の交付を受けて実施す
るものです。

６　記念講演会の楽器演奏については、（公財）和光市文化振興公社が演奏者調整及び演出に当たりました。
７　本冊子の編集は、和光市教育委員会生涯学習課が行い、執筆及び資料作成は各講師・発表者が行いました。
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■日時：令和５年１０月７日（土）12時 00分～ 16時 10分
■場所：和光市民文化センター　小ホール
■定員：２２０名（事前申込制）　　　　　　　

開場・受付開始　１２時００分　
開会　　　　　　１２時３０分　
　開会のあいさつ　和光市長　柴﨑光子

【プログラム】
①「午王山遺跡の概要」（約 10分）
　鈴木一郎（和光市教育委員会）
②「国史跡 午王山遺跡の時代」（約 40分）
　石川日出志（明治大学文学部 教授）

～休憩・質問票受付　（約 10分）～

③「午王山遺跡の弥生土器を読みとく」（約 40分）
　柿沼幹夫（一般財団法人 さいたま市遺跡調査会 理事長）
④「環濠集落午王山遺跡」（約 40分）
　小倉淳一（法政大学文学部 教授）

～休憩・質問票受付（約 10分）～

⑤≪楽器演奏≫「いにしえの音と祈りの音楽～銅鐸と尺八～」（約 20分）
　元永　拓・滝野瀬あゆか

⑥「午王山遺跡の保存と活用」（約 10分）
　山本　龍（和光市教育委員会）

⑦質疑応答（約 20分）

閉会
　閉会のあいさつ　和光市教育委員会 教育長　石川  毅

記念講演会　次第
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■日時：令和５年１０月２２日（日）13時 00分～ 16時 15分
■場所：和光市民文化センター  会議室 A・B　　　　　　
■定員：４５名（事前申込制）

開場・受付開始　１３時００分　
開会　　　　　　１３時３０分　
　開会のあいさつ

【プログラム】
①「午王山遺跡と弥生時代の祭祀について」（約 40分）
　鈴木敏弘（和光市文化財保護委員会副委員長）
②「午王山遺跡発掘調査概要報告」（約 20分）
　鈴木一郎（和光市教育委員会）

～休憩（約 15分）～

③「午王山遺跡のイネ・アワ・キビ　－和光市周辺での農耕のはじまり－」（約 40分）
　遠藤英子（明治大学黒耀石研究センター客員研究員）
④「午王山遺跡の今後の展開」（約 15分）
　山本　龍（和光市教育委員会）

⑤質疑応答（約 15分）

閉会
　閉会のあいさつ

関連講座　次第
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例言

記念講演会次第

関連講座次第
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午王山遺跡の概要
鈴木　一郎

（和光市教育委員会）
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午王山遺跡の沿革

数万年前　　　　　　　　　武蔵野台地が、湧水や河川により切り離され午王山が独立丘となる。

約１万２千年～２万年前　　午王山に人が暮らしはじめる。ローム層の中から礫群、石器集中などの旧石器時代の遺構

　　　　　　　　　　　　　が検出される。

約 7千年前　　　　　　　　縄文時代早期末葉、炉穴が作られる。

約５千年前　　　　　　　　縄文時代中期中葉、阿玉台式土器が出土する。

紀元前１世紀ごろ　　　　　弥生時代中期後半、宮ノ台式期の集落が出現する。

１世紀ごろ　　　　　　　　弥生時代後期前葉の集落（岩鼻式と久ヶ原式の共伴）が出現する。

２世紀ごろ　　　　　　　　弥生時代後期中葉の集落（下戸塚式）が出現する。この頃環濠が掘削される。

　　　　　　　　　　　　　弥生時代後期中葉の後半には、環濠が埋められ、その上に住居が建てられる。

７世紀ごろ　　　　　　　　古墳時代後期の集落が出現する。

天平宝字２年（758）　　  　新羅からの帰化人を集め新羅郡が置かれる。『続日本紀』（朝霞地区四市一帯）

８～９世紀　　　　　　　　奈良・平安時代の集落が出現する。

14・15世紀　　　　　　　 中世の板碑群が東側の緩斜面に造立される。

江戸時代　　　　　　　　   「新編武蔵風土記稿」の新倉村の項に牛房山を新羅王居跡とする伝説が記載される。

1966 年　　　　　　　　　谷井彪「大和町新倉牛王山出土の弥生式土器」『埼玉考古』第 4号にて午王山遺跡の土器が

　　　　　　　　　　　　   報告される。

1968 年　　　　　　　　　谷井彪・高山清司「大和町の遺跡と出土遺物（弥生時代・古墳時代）」『埼玉考古』第 6号に

　　　　　　　　　　　　   て午王山遺跡の土器が報告される。

1971・1972年　　　　　　 埼玉県で行われた、県内の遺跡台帳整備に伴う埋蔵文化財包蔵地の分布調査により、1972（昭

　　　　　　　　　　　　　和 47）年 8月 24日に現地踏査が行われ、埋蔵文化財包蔵地台帳に登録され、法的な周知　

　　　　　　　　　　　　　の埋蔵文化財包蔵地となる。

1978 ～ 1979 年　　　　 　第１次調査、方形周溝墓のほか板碑群検出

1981 年　　　　　　　　 　第２次調査、１号溝（現Ａ溝）、２号溝（現Ａ溝）、６号溝（現Ｂ溝）、５号溝（現Ｃ溝）が、

　　　　　　　　　　　　　環濠として認識された。この調査で、岩鼻式土器出土の住居跡と、ハケ刺突文が施される

　　　　　　　　　　　　　下戸塚式土器の住居跡があることが判明した。

発掘調査経歴、図２午王山遺跡調査一覧　参照

2010（平成 22）年 11月　　　　午王山遺跡地内の 306㎡の土地を公有地化

2011（平成 23）年４月　　　　　前年度公有地化した 306㎡の土地を対象として第 15次調査を実施　　

2013（平成 25）年４月　　　　　第 15次調査地点（306㎡）ガ和光市指定文化財（史跡）に指定となる。

2017（平成 29）年３月 31日　　 「午王山遺跡発掘調査出土の弥生時代遺物」が和光市指定文化財（考古資料）に指定

                                                        となる。

2018（平成 30）年２月 27日　　市指定 107 点を含む、121 点が埼玉県指定文化財（考古資料）に指定となる。

2019（平成 31）年１月　　　　   午王山遺跡の本質的価値を明らかにし、今後の保存と活用の基礎資料とするため、午

　　　　　　　　　　　　　　　   王山遺跡総括報告書策定委員会を設置する。

2019（令和元）年６月　　　　　 『午王山遺跡総括報告書』を刊行。総括報告書の刊行と同じくして、文部科学大臣あ

　　　　　　　　　　　　　　　  ての国指定史跡の意見具申の準備を進める。午王山遺跡の地権者、関係者へ、午王山

　　　　　　　　　　　　　　　  遺跡の国指定史跡についての説明会を開催、

　　　　　　　　　　　　　　　  午王山遺跡についての理解を深めるとともに史跡指定に対する同意を進める。

2019（令和元）年 7月 26日　　 午王山遺跡の史跡指定にについて文部科学大臣宛に意見具申書を提出する。
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2020（令和２）年３月 10日　 　　　　午王山遺跡が国史跡に指定される。

2020（令和２）年８月　　　　   　　　史跡を適切な保存活用を行うため、『史跡午王山遺跡保存活用計画』策定の策定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 委員会を設置し、検討会議を行う。

2021（令和３）年３月 26日　　　　　国史跡追加指定

2022（令和 4）年３月 18日　　 　　　『史跡午王山遺跡保存活用計画』完成。

2022（令和４）年 11月 10日　  　　　国史跡追加指定

2022（令和４）年７～９月　　　　　   保存目的の第 16次調査を行う。

2023（令和５）年 10月５～ 29日　　 「国史跡指定記念　午王山遺跡展」開催
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図２　午王山遺跡調査一覧
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国史跡　午王山遺跡の時代
石川　日出志

（明治大学文学部）
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午王山遺跡の弥生土器を読みとく
柿沼　幹夫

（一般財団法人  さいたま市遺跡調査会）
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３. 関東西部周辺の弥生時代中期後半から後期への移行時における遺跡分布

　荒川中流域右岸地域の弥生時代後期初頭の岩鼻式土器の生成には、長野県北東部（北信・東信）から群馬県

西部地方との関わりが深い。その一方で、関東西部山地や多摩丘陵との関係性も強く、相互間の交流ルートとし

て後世の鎌倉街道上ッ道沿いの「山辺の道」の存在を想定したい。岩鼻式土器を継承する後期中・後葉の吉ヶ谷

式土器の段階にも、多摩丘陵との活発な交流が看取できる（上図は石川 2007 から転載・付加）。
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武蔵野台地東北縁における岩鼻式土器の南下と菊川式土器の東遷は、後期初頭までは溯らない。

①　後期初頭における菊川式最古ー岩鼻式１期ー久ヶ原式最古の関係を示す相模における出土事例。3・4 は中

部高地型櫛描文土器でも甲斐系統だが、岩鼻式 1 期と併行するとの考えから代替している。

②　下戸塚遺跡における集落形成開始期の主な土器で、量的に少ない。出土遺構も土坑が多く、時期的にも菊川

式最古（Ⅴｰ１）まではいかない。本格的な環濠集落形成期は下戸塚２期で後期前葉の後半段階とみられる。

③　菊川式の東遷も継続的だが波状的で、11 はⅤｰ 2、12 がⅤｰ 3、13・14 はⅤ -3 期でもモミダ型と呼ばれる

西駿河系統である。東海東部からの情報伝達は継続的に更新されたが、その発信地は東駿河も含めた広域に

及ぶ可能性を考慮する必要がある。
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　午王山遺跡の環濠集落形成期は下戸塚式中期で、その様相により中・新期に二分される。

　下戸塚式中期　下戸塚式古期の装飾は、肩部装飾帯（Ki1）と胴部装飾帯（Ki）の分離が明確であるが、中期
には胴肩部に装飾帯がまとまり、Ki1 と Ki が一体化し簡略化が進む。簡略化の度合いにより、古・新に二分

される。

　① 古段階　一体化した Ki1 と Ki はボタン状浮文を挟んで上下に位置する。Ki1 のみの壷も、ハケ目沈線で上

下区画するものが主体的である。

　② 新段階　一体化したが、ボタン状浮文から下部を省略するなど Ki1 のみの構成となる。

　また、ハケ目沈線区画したモノは上位区画のみで、下位は省略される。

　下戸塚式新期　端末結節文が盛行する段階で、古・新に二分される。古段階は東海地方西部の廻間Ⅰ式 0 段
階前後に併行する（図 8）。

　① 古段階　ハケ目沈線は残るが、沈線区画しない単斜方向のハケ刺突文が主体。モミダ型壺の影響を受けて

端末結節の斜行縄文が盛行。S 字状結節文区画の久ヶ原式系土器が伴う。

　② 新段階　端末結節とともに羽状縄文構成が目立ち、東海型櫛描文との併用がある。ハケ刺突文の去就は検

討課題。幅広複合口縁や S 字状結節文区画など弥生町式土器に繋がる。
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土器型式
武蔵野台地東北縁（白子川・黒目川・柳瀬川流域） 北武蔵

南武蔵南部 東海午王山遺跡　遺構 近隣遺跡・遺構 入間・比企 妻沼低地

宮ノ台式
Ⅲ期 ー 花ノ木 4次 10住

宮ノ台式

（代正寺式）

北島式
宮ノ台式Ⅲ期

白岩式Ⅳ期 ー 宮ノ台式Ⅳ期

Ⅴ期 82住、87住、133 住 新屋敷第 1地点 6住 用土・平式 宮ノ台式Ⅴ期

岩鼻式１期 ー 岩鼻式１期 久ヶ原Ⅰ式古 菊川式最古

岩鼻式
２期古 1住、3住、72住、97住 氷川神社北方 岩鼻式２期古

菊川式古２期新 74住、108 住、124 住、137 住 岩鼻式２期新
久ヶ原Ⅰ式新３期 81住、105 住、141 住、（18住、119 住） 稲荷山・鄕戸 9地点 1住 岩鼻式 3期

下戸塚式古 ー 花ノ木県 1号方形周溝墓

下戸塚式中・古

4住、8住、9住、11住、20住、24住、27住、
57住、59住、68住、73住、75住、84住、
86住、90住、91住、93住、100 住、107 住、
110 住、113 住、118 住、121 住、128 住、
129 住、138 住、144 住、A溝（3次 2溝・
7次 2溝・5次 A区 1溝）

吹上 3次 26住・41住
四ツ木 4次 30住

吉ヶ谷１式Ⅰ期

吉ヶ谷１式２期

吉ヶ谷１式３期

吉ヶ谷２式１期

吉ヶ谷２式２期

久ヶ原Ⅱ式古

久ヶ原Ⅱ式新

久ヶ原Ⅲ式

菊川式中
山中Ⅱ式

下戸塚式中・新

5住、10 住、12 住、14 住、16 住、30 住、
42住、44住、50住、51住、52住、58住、
63住、69住、77住、78住、88住、92住、
95 住、130 住、132 住、142 住、146 住、
A溝（4次２溝・5次 B 区 2 溝・2次 1 溝・
10次 1溝・11次 1溝）

中道・岡台 3地点 1溝
新屋敷 1地点 3住

下戸塚式新・古 19住、62住、（101 住）
吹上 3次 12住、3次 3溝
城山 1住
東台 3号方形周溝墓

廻間Ⅰ式

下戸塚式新・新 23住、96住、104 住、109 住、114 住 田子山 31地点 21住

弥生町式　古 ー 南通 3地点 105 住
西原大塚 349 住

弥生町式　新 ー
市場峡・市場上 18・19 地
点 41住
北通 38地点 61住

前野町式　古 ー
市場峡・市場上 24 次 80
住
富士前 15地点 1号住
南通 3地点 129 住

吉ヶ谷３式古

吉ヶ谷３式新

日吉台 廻間Ⅱ式
前　半

前野町式　新 ー 南通 3地点 109 住
成増一丁目 2号住

廻間Ⅱ式
後　半
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環濠集落午王山遺跡
小倉　淳一

（法政大学文学部）
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参考図２　集落規模比較図　中期②
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参考図３　集落規模比較図　後期①
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参考図４　集落規模比較図　後期②
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山口県宇部市出身　埼玉県和光市在住　

琴古流尺八奏者

特定非営利活動法人日本音楽集団理事・運営委員長、上智大学箏曲部講師

幼少よりバイオリンを習っていたが、約９年間海外で過ごした経験から日本文化に対して深い興味を抱くように

なり、大学入学と同時に尺八を始める。琴古流尺八を大橋伶晴氏、菅原久仁義氏に師事。

上智大学外国語学部、NHK邦楽技能者育成会第４４期を卒業した後、 演奏家として活動を開始。

2010 年の上海国際博覧会、2008 年にオーストラリアで開催された「World Shakuhachi Festival」に招待演奏

家として招聘されるなど、40ヶ国 50都市で海外公演を行っている。

新・純邦楽ユニット「WASABI」（http://www.japan-wasabi.jp）などを主宰または参加。

TBS テレビ「EXILE 魂」にて南三陸町復興音楽祭で被災された地元太鼓チームと吉田兄弟と共演などテレビ、ラ

ジオ出演多数。

NPO法人日本音楽集団理事兼運営委員長。また、後進の育成のため東京近郊３カ所で尺八教室を主宰する。

公式web サイト　http://motonagahiromu.com

いにしえの音と祈りの音楽　～銅鐸と尺八～

元
もとなが

永　拓
ひろむ
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滝
た き の せ

野瀬　あゆか

群馬県桐生市出身。俳優、尺八奏者。

ぐんま国際アカデミーにて国際バカロレアディプロマプログラム修了。上智大学文学部卒業。

大学入学後、琴古流尺八を古屋輝夫、元永拓に師事、演奏活動を始める。

現在は東京を拠点に主に俳優として活動している。舞台や企業の映像、ドラマ、映画、CMなどに携わる。

滝
た き の せ

野瀬　あゆか

いにしえの音と祈りの音楽　～銅鐸と尺八～
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午王山遺跡の保存と活用
山本　龍

（和光市教育委員会）
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●令和２年度から令和３年度の２か年をかけ「史跡  午王山遺跡保存活用計画」を作成

図１　保存活用計画策定委員会 図２　保存活用計画策定委員会　現地視察

図３　史跡  午王山遺跡保存活用計画

図４　事業工程表（長期的イメージ）　※史跡午王山遺跡保存活用計画から抜粋



 （31）

午王山遺跡と弥生時代の祭祀について
鈴木　敏弘

（和光市文化財保護委員会）
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図１　第２次Ａ溝（旧２溝）遺物出土状況

図２　第２次Ａ溝（旧１溝）遺物出土状況 図３　Ａ溝（旧１溝）北側遺物出土状況
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午王山遺跡発掘調査概要報告
鈴木　一郎

（和光市教育委員会）
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図１　第１次調査方形周溝墓確認状況 図２　第２次調査空中写真

図３　第３次調査　左からＡ溝・Ａ溝遺物出土状況・Ｂ溝

図４　第４次調査Ｂ溝 図５　第６次調査



 （35）

図６　第９次調査

図７　第２次調査 C溝 図８　昭和 48（1973）年頃の午王山（和光高校から）



（36）

午王山遺跡のイネ・アワ・キビ
－和光市周辺での農耕のはじまり－

遠藤　英子

（明治大学黒耀石研究センター）
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午王山遺跡の今後の展開
山本　龍

（和光市教育委員会）
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保存

活用

図１　午王山遺跡調査指導委員会 図２　午王山遺跡調査指導委員会（発掘現場視察）

図３　現地見学会 図４　出土遺物の展示

図５　歴史講座 図６　和光市デジタルミュージアム　れきたま
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図７　QRコード入りの看板 図８　説明版の設置

図９　暫定整備の状況 図 10　暫定整備の状況

図 11　大塚・歳勝土遺跡公園（横浜市）　住居の復元 図 12　黒浜貝塚（蓮田市）　住居跡の標示

図 13　神崎遺跡資料館（綾瀬市） 図 14　神崎遺跡公園（綾瀬市）　環濠跡の標示

整備　午王山遺跡

他市の事例
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